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史料紹介　安島家文書所収「戸田蓬軒翁五十年祭」関係史料について

村
　
上
　
瑞
　
木

　
　
　
　
史
料
紹
介
　
安
島
家
文
書
所
収
「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
」
関
係
史
料
に
つ
い
て

【
資
料
紹
介
】

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
水
戸
藩
奥
女
中
安
島
家
文
書
（
以
下
「
安
島
家
文
書
」）
所

収
の
「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
」
関
係
史
料
を
紹
介
し
、
子
孫
に
よ
り
行

わ
れ
た
水
戸
藩
家
老
戸
田
忠
太
夫
忠
敞
（
蓬
軒
）
の
顕
彰
事
業
に
つ
い
て

述
べ
て
い
き
た
い
。

　

近
年
の
研
究
で
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
行
わ
れ
た
幕
末
維
新
期
の

人
物
へ
の
顕
彰
事
業
の
展
開
や
、
維
新
志
士
像
形
成
の
過
程
、
全
体
主
義

的
思
想
と
の
統
合
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る（

1
（

。
水
戸
藩
関
係
者
で
の
顕
彰

事
業
も
旧
藩
認
識
の
も
と
明
ら
か
に
さ
れ
、
桐
原
健
真
氏
は
近
代
の
「
水

戸
学
」
理
解
の
な
か
で
、
會
澤
正
志
齋
の
思
想
変
化
が
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
か
を
検
討
し
た（

2
（

。
石
井
裕
氏
は
香
川
敬
三
の
関
係
史
料
「
香

川
家
文
書
」
の
紹
介
の
中
で
、
内
藤
耻
叟
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
へ
の
関

与
や
、
齊
昭
の
肖
像
画
作
成
過
程
で
の
旧
藩
関
係
者
の
動
向
を
明
ら
か
に

し
た（

3
（

。
こ
れ
ら
水
戸
藩
関
係
者
の
顕
彰
事
業
で
問
題
と
な
る
の
は
、
政
治

的
・
思
想
的
立
ち
位
置
の
違
い
と
、
近
代
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関

わ
り
に
よ
る
顕
彰
の
温
度
差
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
水
戸
学
思
想
研
究
を

見
て
も
、
藤
田
東
湖
は
全
集
が
多
く
出
さ
れ
る
な
ど
、
尊
王
論
を
中
心
に

そ
の
思
想
が
注
目
さ
れ
た
。
一
方
『
新
論
』
で
幕
末
思
想
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
會
澤
正
志
齋
は
、
尊
王
攘
夷
派
激
派
か
ら
「
鎮
派
の
領
袖
」
と

し
て
批
判
さ
れ
、
積
極
的
に
顕
彰
し
難
い
状
況
が
続
き
、
全
集
も
永
ら
く

出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（

4
（

。
こ
の
よ
う
に
水
戸
学
の
大
家
と
も
い
う
べ
き
藤

田
・
會
澤
を
以
て
し
て
も
、
全
集
の
刊
行
な
ど
、
没
後
の
動
向
に
は
温
度

差
が
見
ら
れ
る
と
桐
原
健
真
氏
が
述
べ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
本
稿

に
登
場
す
る
戸
田
忠
敞
も
、
藤
田
東
湖
と
と
も
に
「
水
戸
の
両
田
」
と
し

て
語
ら
れ
る
人
物
だ
が
、
や
は
り
両
田
の
間
で
も
同
様
の
温
度
差
が
み
ら

れ
、
さ
ら
に
忠
敞
の
実
弟
安
島
帶
刀
信
立
と
も
事
績
の
掲
載
数
に
差
異
が

確
認
さ
れ
る
。

　

以
下
本
稿
で
は
戸
田
忠
敞
の
孫
戸
田
忠
正
か
ら
、
忠
敞
の
弟
安
島
信
立

の
子
安
島
信
義
・
安
島
道
へ
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
扱
い
、「
戸
田
蓬
軒

五
十
年
祭
」
を
め
ぐ
る
子
孫
の
顕
彰
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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１
．
史
料
の
背
景
に
つ
い
て

戸
田
忠
敞
と
そ
の
子
孫
た
ち

　

戸
田
蓬
軒
こ
と
戸
田
忠
太
夫
忠
敞
（
当
初
の
通
称
は
銀
次
郎
）
は
水
戸

藩
主
德
川
齊
昭
の
重
臣
の
一
人
で
あ
り
、「
蓬
軒
」
は
号
で
あ
る
。
忠
敞

は
水
戸
藩
士
戸
田
三
衛
門
忠
之
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父
の
死
に
よ
り
十

歳
で
家
督
を
相
続
し
た
。
文
政
十
二
年
の
水
戸
藩
主
継
嗣
問
題
に
て
藩
主

に
松
平
敬
三
郎
（
後
の
齊
昭
）
を
擁
立
し
、
以
後
齊
昭
の
天
保
改
革
に
参

画
、
海
岸
防
禦
や
藩
校
創
設
、
寺
社
改
革
な
ど
に
携
っ
た
。
弘
化
元
年
に

齊
昭
が
幕
疑
を
受
け
隠
居
謹
慎
と
な
る
と
、
藤
田
東
湖
ら
と
と
も
に
雪
冤

運
動
を
展
開
し
、
忠
敞
も
蟄
居
と
な
っ
た
。
嘉
永
五
年
に
水
戸
藩
士
に
復

帰
し
家
老
職
を
歴
任
し
た
が
、
安
政
二
年
十
月
二
日
の
安
政
江
戸
地
震
に

て
藤
田
東
湖
と
と
も
に
圧
死
し
た（

5
（

。
そ
の
後
、
明
治
二
十
四
年
に
贈
正
四

位
と
な
り（

6
（

、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
九
日
に
孫
の
戸
田
忠
正
に
よ
っ
て

五
十
年
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
書
簡
の
差
出
人
で
あ
る
戸
田
忠
正（

（
（

は
、
忠
敞
の
子
戸

田
銀
次
郎
忠
則
の
次
男
で
あ
り
、
安
政
五
年
に
水
戸
で
生
ま
れ
た
。
忠
正

の
生
誕
以
前
に
忠
敞
は
死
去
し
て
お
り
、
面
識
は
な
い
。
父
忠
則
は
叔
父

に
あ
た
る
安
島
信
立
の
亡
き
後
、
水
戸
藩
家
老
と
な
っ
た
が
、
元
治
元
年

の
天
狗
党
の
乱
以
降
家
老
職
を
罷
免
さ
れ
、
御
用
長
屋
に
禁
固
と
な
り
病

没
し
た（

（
（

。
忠
正
は
戸
田
家
存
亡
の
憂
き
目
に
逢
い
な
が
ら
も
、
明
治
維
新

後
は
水
戸
の
自
彊
社
に
学
び
、
後
に
東
京
で
堤
静
齋
・
三
嶋
中
洲
に
漢
学

を
学
ん
だ
。
明
治
十
三
年
に
愛
媛
県
警
察
の
警
部
、
そ
の
後
判
事
補
と
な

り
各
地
の
裁
判
所
判
事
を
経
て
、明
治
三
十
一
年
以
降
豊
橋
裁
判
所
所
長
、

明
治
四
十
一
年
に
韓
国
統
監
府
判
事
、
併
合
後
に
朝
鮮
総
督
府
判
事
と

な
っ
た
。
大
正
三
年
に
職
を
辞
し
、
昭
和
三
年
に
死
去
し
て
い
る
。
忠
正

は
漢
文
に
秀
で
た
と
さ
れ
、
静
學
と
号
し
活
発
に
文
芸
交
流
を
行
っ
て
い

た（
9
（

。
忠
正
の
没
後
に
は
、
子
息
戸
田
保
忠
に
よ
っ
て
詩
歌
集
『
静
學
詩
鈔
』

（
昭
和
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
た（

（1
（

。

　

最
後
に
忠
敞
・
忠
正
の
文
集
を
刊
行
し
た
戸
田
保
忠
に
つ
い
て
も
確
認

し
て
お
こ
う（

（（
（

。
保
忠
は
忠
正
の
長
男
と
し
て
明
治
二
十
年
に
生
ま
れ
、
明

治
四
十
五
年
に
東
京
帝
國
大
學
法
科
大
學
を
卒
業
し
、農
商
務
省
に
勤
め
、

昭
和
三
年
に
は
畜
産
局
長
、昭
和
十
二
年
に
は
農
林
次
官
と
な
っ
て
い
る
。

保
忠
に
も
忠
敞
の
顕
彰
に
関
す
る
動
向
が
確
認
で
き
、
昭
和
十
年
に
は
忠

敞
没
後
八
十
年
記
念
と
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。同
年
刊
行
の『
蓬

軒
遺
風
』
も
一
連
の
顕
彰
事
業
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

展
覧
会
で
陳
列
し
た
忠
敞
の
書
軸
二
本
を
、
同
年
中
に
常
陽
明
治
記
念
館

（
現
大
洗
町
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
）
に
寄
贈
し
て
い
る（

（1
（

。
保
忠
は
そ
の

後
、
昭
和
十
三
年
に
死
去
し
た
。

没
後
の
戸
田
忠
敞

　

戸
田
忠
敞
は
幕
末
期
水
戸
藩
関
係
の
書
籍
な
ど
に
多
く
取
り
上
げ
ら

れ（
（1
（

、先
述
し
た
よ
う
に
藩
政
改
革
を
推
進
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
彼
の
著
作
や
書
簡
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

忠
敞
は
藤
田
東
湖
と
共
に
齊
昭
を
支
え
た
「
両
田
」
と
し
て
生
前
か
ら
記

述
が
み
ら
れ
る
が（

（1
（

、
東
湖
は
全
集
や
文
集
が
多
く
刊
行
さ
れ
た（

（1
（

一
方
、
忠
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敞
は
著
作
が
少
な
く
、
曽
孫
戸
田
保
忠
に
よ
り
『
蓬
軒
遺
風
』

（
私
家
版
、
昭
和
十
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
明
治
以
降
の
「
両
田
」
の
扱
わ
れ
方
に
は
温

度
差
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
忠
敞
は
実
弟
安
島
信
立
と
併
せ
て
記
述
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。
小
宮
山
南
梁
は
安
政
六
年
に
安
島
信
立
が
切
腹

し
た
報
せ
を
受
け
、「
戸
田
忠
太
夫
・
安
島
帶
刀
兄
弟
共
皆

卑
賊
よ
り
出
身
し
而
執
政
に
至
る
近
世
無
比
之
栄
也
、
然
れ

皆
其
終
を
よ
く
せ
ざ
る
も
又
一
の
怪
事
と
可
申
事
也（

（1
（

」
と
述

べ
る
な
ど
、
幕
末
期
か
ら
兄
弟
の
並
記
が
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、兄
弟
で
あ
り
な
が
ら
、伝
記
の
記
述
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。

実
弟
信
立
は
安
政
の
大
獄
で
切
腹
と
な
っ
た
た
め
、
戦
前
期
に
は
『
水
戸

藩
死
事
錄（

（1
（

』（
年
代
不
明
）・
流
芳
會
『
水
戸
烈
士
傳
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
一
二
年
）・『
贈
位
諸
賢
傳
』（
国
友
社
、
一
九
二
七
年
）・
宮
内
省
編

『
殉
難
録
稿
』（
一
九
三
三
年
）
な
ど
、「
勤
王
殉
国
の
士
」「
殉
難
者
」

の
先
駆
け
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
に
は
染
﨑
延
房
編

『
義
烈
回
天
百
首
』（
金
松
堂
、
鮮
齋
永
濯
画
、
一
八
七
四
年
）
や
和
田

定
節
編
『
近
世
文
武
英
雄
傳
』（
錦
壽
堂
、
月
岡
芳
年
画
、
一
八
七
八
年
）

な
ど
、
大
衆
向
け
の
冊
子
で
も
、
安
島
信
立
は
挿
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
る

存
在
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
戸
田
忠
敞
は
『
贈
位
諸
賢
傳
』
に
事
績
が
み
ら
れ
る
以
外
、
戦

前
期
の
目
立
っ
た
記
述
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
藤
田
東
湖
・
安
島

信
立
と
比
較
す
る
と
、
事
績
伝
承
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
要
因

と
し
て
、
安
政
の
大
地
震
に
よ
る
政
治
性
の
無
い
死
や
、
忠
敞
に
よ
る
水

戸
学
へ
の
思
想
的
影
響
の
少
な
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
藩
政
改
革
功

労
者
で
あ
る
と
い
う
一
点
が
、
彼
の
「
功
績
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十

年
祭
」は
、戸
田
忠
敞
を
対
象
と
し
た
数
少
な
い
顕
彰
の
事
例
と
い
え
る
。

戸
田
忠
敞
を
め
ぐ
る
顕
彰
の
動
き
は
、
明
治
二
十
四
年
の
正
四
位
贈
位
の

記
念
と
し
て
行
わ
れ
た
式
典
と
、
そ
れ
に
伴
う
戸
田
忠
敞
・
安
島
信
立
・

會
澤
正
志
齋
の
遺
墨
・
肖
像
画
の
印
刷
物
【
画
像
一
】、「
戸
田
蓬
軒
五
十

年
祭
」（
明
治
三
十
七
年
）、『
蓬
軒
遺
風
』（
昭
和
十
年
）に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
顕
彰
活
動
の
中
で
「
戸
田
蓬
軒
五
十
年
祭
」
は
、
当
時
豊
橋
裁

判
所
所
長
で
あ
っ
た
戸
田
忠
正
に
よ
り
、
水
戸
で
は
な
く
愛
知
県
渥
美
郡

豊
橋
町
で
催
さ
れ
た
た
め
、
水
戸
藩
の
関
係
者
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
後
掲
の
新
聞
記
事
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
年
祭
に
あ
た
っ
て
皇

族
や
華
族
、
女
官
ら
の
和
歌
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
公
的
な
年
祭
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

【画像一】«戸田忠太夫君肖像»
安島家文書２-４-３-１部分、明治
24年茨城県士族大河内彌発行。
当該印刷物は戸田忠敞・安島信立・
會澤正志齋の３名の肖像画で構成さ
れ、《水藩人肖像》（元治元年）や《安
島帶刀自画像》などをもとに描かれ
ている。３名が贈正四位となった際
の記念印刷物と考えられる。
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安
島
家
と
戸
田
家
の
関
係

　

本
稿
で
扱
う
書
簡
の
送
付
先
の
安
島
家
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
こ

う
。安
島
家
は
戸
田
家
の
親
類
の
家
で
あ
り（
末
尾【
参
考
系
図
】参
照
）、

戸
田
忠
敞
の
実
弟
戸
田
彌
次
郎
忠
誨
（
後
の
安
島
信
立
）
が
養
子
に
入
っ

て
い
る
。
ま
た
忠
敞
・
忠
誨
兄
弟
の
母
「
み
を
」
の
実
家
で
も
あ
る
。
さ

ら
に
安
島
道
の
母
安
島
石
と
、
戸
田
忠
正
の
母
戸
田
す
ゑ
子
は
と
も
に
水

戸
藩
士
久
米
新
七
郎
長
量
の
娘
で
あ
り
、
安
島
道
・
安
島
信
義
と
戸
田
忠

正
は
従
姉
弟
同
士
で
も
あ
る（

（1
（

。

　

安
島
家
は
佐
竹
氏
旧
臣
の
家
系
で
、
寛
文
二
年
に
水
戸
藩
家
老
川
澄
勘

解
由
幸
隆
の
推
挙
に
よ
り
水
戸
藩
士
と
な
り
、
代
々
百
五
十
石
と
家
格
は

高
く
な
か
っ
た（

（1
（

。「
み
を
」
の
父
安
島
七
郎
左
衛
門
信
可
は
、
藩
主
息
女

側
用
人
や
京
都
留
守
居
役
な
ど
を
歴
任
し
た
こ
と
で
出
世
し
た（

11
（

。
な
お
、

戸
田
家
と
安
島
家
は
同
じ
水
戸
下
市
蓮
池
丁
に
屋
敷
を
構
え（

1（
（

、
向
か
い
近

所
だ
っ
た
た
め
、
信
可
の
娘
「
み
を
」
が
戸
田
家
に
嫁
入
り
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

忠
誨
も
ま
た
、
忠
敞
ら
と
共
に
德
川
齊
昭
の
藩
主
擁
立
に
尽
力
し
た
人

物
で
あ
り
、
安
島
家
の
養
子
と
な
っ
た
後
は
安
島
彌
次
郎
信
立
と
名
を
改

め
、
郡
奉
行
見
習
や
、
藩
校
弘
道
館
の
運
営
を
担
う
学
校
奉
行
な
ど
、
藩

政
改
革
に
携
っ
た
。
忠
敞
の
没
後
、
水
戸
藩
家
老
職
と
な
り
通
称
を
帶
刀

と
改
め
た
が
、
戊
午
の
密
勅
に
関
す
る
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
安
政
の
大
獄

で
切
腹
と
な
っ
た（

11
（

。

　

本
稿
の
戸
田
忠
正
書
簡
は
信
立
の
二
女
安
島
道
の
子
孫
宅
に
伝
来
し
た

安
島
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る（

11
（

。
安
島
道
は
水
戸
藩
主
德
川
齊
昭
正
室
吉

子
女
王
付
の
奥
女
中
で
あ
り
、
明
治
以
降
に
は
奥
向
を
離
れ
、
安
島
家
別

家
と
な
っ
た（

11
（

。
本
家
は
信
立
の
長
男
で
安
島
道
の
弟
の
安
島
七
郎
太
郎
信

義
が
継
ぎ
、
信
義
の
二
男
安
島
信
一
が
安
島
道
の
養
子
と
な
る
な
ど
、
本

家
・
別
家
で
の
関
わ
り
も
深
か
っ
た（

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
紹
介
史
料
を
確
認
し
て
い
く
。

２
．
史
料
紹
介

【
史
料
１
】
安
島
家
文
書
２-

１-

１-

３

　
〔
封
筒
表
〕

東
京
々
橋
区
西
紺
屋
町
六

　
　
　

安
島
信
義
殿　
　
　
　
［（
消
印
（
切
手
］

　
　
　

安
島
道
殿　

［（
消
印
（

切
手
］［（
消
印
（

切
手
］
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（
消
印
）「
三
河
／
豊
橋
／
二
十
九
日
／
二
十
六
日
／
へ
便
」

　
〔
封
筒
裏
〕

（
消
印
）「
東
京
／
京
橋
／
3（-

９-

2（
／
〔
欠
損
〕」

　
〔
本
文
〕

　

 

秋
冷
々
御
座
候
処
皆
様
御
揃
大
慶
ニ
奉
存
候
、
信
義
様
ニ
ハ
御
快
方
可

賀
ニ
候
、
程
々
行
迎
も
有
之
候
は
第
二
月
以
来
国
債
ニ
応
募
、
毎
月

二
十
円
前
後
の
掛
金
、
又
本
月
ハ
所
得
税
ニ
戦
時
付
加
税
の
た
め
十
六

円
も
上
納
の
事
（
町
費
附　

加
ト
両
方
）
多
端
ニ
付
、
余
分
に
送
金
も
六
ヶ
敷
来
月

ヨ
リ
ハ
多
少
都
合
シ
テ
漸
次
ニ
御
送
金
取
計
可
申
候
、

　
　
〈
欠
落
、
切
り
取
り
削
除
〉

　

 

祖
父
五
十
年
祭
執
行
ニ
テ
摺
物
五
・
六
百
部
も
再
三
ニ
摺
立
テ
毎
日
諸

方
ニ
郵
送
、
既
ニ
五
百
部
ハ
東
京
初
メ
諸
名
家
貴
紳
マ
テ
天
下
知
名
ノ

士
ニ
郵
送
、
先
徳
発
揚
追
遠
ノ
微
■
（
抹
消
（者
ノ
為
に
費
用
も
多
端
ニ
ハ
御

座
候
得
共
、
高
崎
正
風
男
初
メ
続
々
短
尺
も
寄
贈
ニ
接
し
詩
類
ヨ
リ
ハ

毎
日
郵
便
到
着
シ
、
祭
日
マ
デ
ニ
ハ
多
数
ノ
詩
類
文
章
ヲ
得
可
申
ト
存

候
、
配
付
セ
ザ
ル
人
々
ヨ
リ
も
風
ヲ
聴
テ
送
り
く
れ
申
候
、
当
地
ト
名

古
屋
新
聞
ニ
モ
出
候
ニ
付
、
五
百
・
六
百
ノ
檄
諸
ニ
倍
ス
ル
寄
贈
ト
存

候
、
各
所
有
志
モ
募
集
致
呉
レ
候
事
ニ
御
座
候
、
兎
ニ
角
ニ
今
回
ノ
年

祭
ヲ
好
機
ニ
祖
父
ノ
名
ヲ
再
ヒ
天
下
ニ
発
揚
シ
復
習
セ
シ
メ
申
度
考
ニ

御
座
候
、
諸
名
家
ノ
詩
類
中
ニ
今
日
ノ
戦
捷
も
烈
公
ト
蓬
軒
翁
ノ
忠
魂

ヨ
リ
好
結
果
ヲ
得
タ
ル
ト
云
フ
如
キ
意
味
ト
、
戸
田
家
ノ
勤
王
事
業
ヨ

リ
今
ニ
寛
屈
■
（
抹
消
（シ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
ハ
、
自
今
益
々
伸
張
ス
ヘ
シ
ト
ノ
意

モ
ア
リ
御
安
心
可
被
下
候
、
亡
母
ノ
時
ノ
詩
類
も
千
首
程
も
集
リ
、
今

回
も
猶
ホ
多
数
ト
可
相
成
、
他
日
一
同
ニ
印
刷
シ
世
ニ
出
シ
可
申
候
、

次
ニ
ハ
好
機
ヲ
見
テ
御
伯
父
様
ノ
御
名
ヲ
啓
輝
ス
ル
ノ
責
任
ヲ
小
生
荷

フ
テ
、
先
ツ
御
碑
文
ヲ
三
嶋
文
学
博
士
ニ
頼
度
罷
在
候
、
母
ノ
碑
文
モ

昨
年
心
遣
真
ニ
名
文
、
し
か
も
小
生
ヲ
孝
行
判
事
ト
シ
テ
文
中
ニ
入
レ

ラ
レ
愧
入
申
候
、後
便
ニ
写
ヲ
差
出
可
申
候
ハ
ヽ
多
忙
中
乱
吹
候
、草
々

不
尽
、

　
　
　
　

九
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ
ま
さ

　
　
　

信
義
様

　
　
　

お
道
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
忠
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〔
別
紙
〕

　
 

小
泉
ハ
全
快
ノ
上
、
遼
陽
正
面
ニ
苦
戦
功
ア
リ
ト
ノ
事
、
小
野
寺
実

第
十
連
隊

長
大
佐
、
四
男
ノ
養
父
ハ
八
月
三
十
日
激
戦
ニ
負
傷
シ
、
菊
池
慎
之
介

野
津
大
将
ノ
幕
僚
少
佐
、

春
猖
て
ヨ
リ
帰
朝
候　

ヨ
リ
戦
報
ノ
末
ニ
小
野
寺
大
佐
モ
名
誉
ナ
ル
負
傷
シ

下
顎
部
、
乃
チ
右
ノ
唇
下
ヨ
リ
舌
下
ヲ
経
テ
左
耳
下
ニ
貫
通
シ
咽
下
ニ

困
難
、
重
傷
ハ
重
傷
ナ
レ
ト
モ
生
命
ニ
ハ
目
下
別
状
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ

大
佐
ノ
豪〇

騰〇

ナ
ル
指〇

揮〇

ノ
周〇

密〇

適〇

当〇

ナ
ル
、
能
ク
部
下
ノ
奮
戦
ヲ
督
シ

大
功
ア
リ
シ
ハ
軍
司
令
官
野
津

大
将
ノ
知
悉
賞
嘆
ス
ル
処
ト
ナ
リ
、
毫
モ
遺

憾
ナ
シ
云
々
ト
、
右
ニ
付
大
名
誉
ハ
安
心
ニ
御
座
候
得
共
、
予
後
ノ
経

過
ハ
心
痛
ニ
御
座
候
、
廿
七
・
八
年
役
ニ
四
級
ノ
金
鵄
勲
章
ト
三
等
旭

日
章
ヲ
賜
ハ
リ
タ
レ
ハ
、
今
回
ハ
顔
面
重
要
ノ
創
所
ニ
自
然
三
級
以
上

ノ
金
鵄
勲
章
ハ
顕
ハ
レ
、
四
男
モ
名
誉
ニ
御
座
候
、
顔
面
の
か
た
わ
ニ

相
成
候
も
名
誉
ナ
レ
ト
モ
生
命
ヲ
存
在
セ
シ
メ
度
祈
居
申
候
、
少
将
ニ

進
メ
度
事
ニ
御
座
候
、
小
泉
モ
勲
功
ハ
他
日
ノ
師
団
長
ト
内
々
喜
居
申

候
、
甥
ノ
矢
島
健
夫
モ
海
軍
士
官
、
小
林
健
ハ
陸
軍
騎
兵
曹
長
ニ
テ
出

征
中
ニ
御
座
候
、
時
々
新
聞
ニ
テ
瞻
ヲ
実
リ
致
申
候
、

【
史
料
２
】
安
島
家
文
書
２-

３-

１-

１

　
〔
表
〕

　
　
　

戸
田
故
伯
父
君
の
五
十
年
の

　
　
　

御
忌
に
よ
み
て
奉
る

　

◦
た
く
ひ
な
き
君
か
い
さ
を
は

　
　
　

世
々
を
へ
て
雲
井
に
高
く

　
　
　
　

猶
き
こ
え
け
れ

　

◦
五
十
歳
の
昔
ハ
【
今
】〔
夢
〕
の
心
ち
し
て

　
　
　

な
ミ
た
の
ほ
か
に
言
の
は
も
な
し

　
　

を
ち
君
の
ミ
ひ
さ
の
ま
へ
に
手
を

　
　
　
　

つ
き
て
【
み
け
給
は
り
し
】〔
う
な
ゐ
な
り
に
し
〕
昔

　
　
　
　
　

恋
し
も

　
　

い
ひ
出
ん
言
の
は
も
な
し
五
十
歳
の

　
　
　
　

昔
の
世
こ
そ
今
ハ
恋
し
き

　
　

五
十
歳
の
昔
を
忍
ふ
袂
よ
り

　
　
　
　

こ
ほ
れ
て
落
る
我
な
ミ
た
か
な

　
〔
裏
〕

　
　

君
か
為
つ
く
し
た
ま
ひ
し

　
　
　
　

い
さ
を
し
ハ
い
く
世
ふ
る
と
も

　
　
　
　
　

く
ち
せ
さ
り
け
り

　
　
　

故
を
ち
君
の
五
十
年
の

　
　
　

御
忌
に
あ
た
ら
せ
給
ふ

　
　
　

御
法
の
こ
と
物
し
給
ふ
と
承
り

　
　
　

て
、
御
た
ま
の
御
ま
へ
に
よ
ミ
て

　
　
　

た
い
ま
つ
る
に
南
、

　
　

君
か
為
つ
く
し
た
ま
ひ
し

　
　
　
　

い
さ
を
し
は
い
く
世
ふ
る
と
も

　
　
　
　
　

く
ち
せ
さ
り
け
り

　
　

を
ち
君
の
ミ
ひ
さ
の
ま
へ
に
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手
を
つ
き
て
み
け
給
は
り
し

　
　
　
　
　

む
か
し
恋
し
も

解
題

【
史
料
１
】

　

書
簡
の
差
出
人
は
、
封
筒
に
「
戸
田
忠
」、
本
文
に
「
た
ゝ
ま
さ
」
と

あ
る
た
め
戸
田
忠
正
で
あ
る
。
宛
先
人
は
封
筒
・
本
文
と
も
に
「
安
島
信

義
殿
・
安
島
道
殿
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
内
容
を
み
る
と
、「
信
義
様

ニ
ハ
御
快
方
可
賀
候
ハ
ヽ
」
と
あ
り
、
ま
た
「
来
月
ヨ
リ
ハ
多
少
都
合
シ

テ
漸
次
ニ
御
送
金
取
計
可
申
候
」
と
、
忠
正
か
ら
送
金
を
都
合
し
て
行
う

旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
都
立
図
書
館
所
蔵
渡
辺
刀
水
旧
蔵
諸
家
書

簡
文
庫
所
収
の
戸
田
忠
正
→
安
島
信
義
書
簡（

11
（

で
も
、
同
様
に
金
銭
の
貸
し

借
り
が
確
認
で
き
る
た
め
、
当
該
史
料
は
戸
田
忠
正
か
ら
安
島
信
義
へ
の

書
面
と
理
解
で
き
る
。し
か
し
書
簡
送
付
先
は
、安
島
道
の
住
所「
東
京
々

橋
区
西
紺
屋
町
六（

11
（

」
で
あ
り
、
信
義
の
住
所
「
東
京
市
麻
布
区
箪
笥
町
三

番
地（

11
（

」
で
は
な
い
。
な
ぜ
安
島
道
の
住
所
宛
に
送
ら
れ
た
か
定
か
で
は
な

い
が
、
安
島
道
に
送
付
さ
れ
た
た
め
彼
女
の
文
書
群
に
伝
来
し
た
。

　

書
簡
は
五
十
年
祭
（
明
治
三
十
七
年
十
一
月
九
日
）
が
行
わ
れ
る
前
の

同
年
九
月
廿
六
日
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
の
中
盤
で
「
戸
田
蓬
軒
翁

五
十
年
祭
」
の
話
題
が
出
て
お
り
、
年
祭
に
関
連
し
た
印
刷
物
を
忠
正
が

諸
方
へ
送
付
し
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
五
十
年
祭
に
あ
た
っ

て
地
元
新
聞
に
て
詩
歌
を
募
集
し
、
高
崎
正
風
を
は
じ
め
続
々
と
詩
歌
が

送
ら
れ
て
お
り
、
慌
た
だ
し
く
も
喜
ば
し
い
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
忠
正
が
諸
方
へ
送
付
し
た
と
い
う
「
摺
物
」
の
実
物
は
管
見

の
限
り
確
認
で
き
な
い
が
、
五
十
年
祭
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
忠
正
本
人

が
後
日
安
島
家
に
送
付
し
て
い
る
（
後
掲
【
参
考
史
料
】）。
忠
正
は
五
十

年
祭
に
つ
い
て
、「
今
回
ノ
年
祭
ヲ
好
機
ニ
祖
父
ノ
名
ヲ
再
ヒ
天
下
ニ
発

揚
シ
復
習
セ
シ
メ
申
度
考
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
て
お
り
、
忠
敞
の
顕
彰

に
非
常
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。

　

後
半
で
は
、
次
に
好
機
を
見
て
「
伯
父
様
」（
安
島
信
立
）
の
顕
彰
も

行
い
た
い
と
述
べ
て
お
り
、
忠
正
の
漢
学
の
師
で
あ
る
三
嶋
中
洲
に
碑
文

の
撰
文
を
依
頼
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、こ
ち
ら
も
非
常
に
意
欲
的
で
あ
る
。

戸
田
忠
正
の
母
す
ゑ
子
の
墓
碑
も
三
嶋
中
洲
が
撰
文
し
て
お
り
、
忠
正
自

【史料２】安島家文書２-３-１-１

表

裏
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身
も
文
中
に
「
孝
行
判
事
」
と
入
れ
ら
れ
た
と
述
べ
、
後
便
で
写
し
を
送

る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
す
ゑ
子
の
墓
碑
に
関
す
る
史
料
は
現
在
確
認

で
き
な
い
。
ま
た
、
残
念
な
が
ら
三
嶋
中
洲
撰
文
の
安
島
信
立
顕
彰
碑
の

案
文
も
確
認
で
き
ず
、
建
碑
さ
れ
た
か
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
安

島
家
文
書
に
は
「
贈
正
四
位
安
嶋
帶
刀
君
ノ
男
安
島
信
義
君
揮
毫（

11
（

」
と
印

刷
さ
れ
た
紙
札
が
確
認
で
き
、
安
島
信
義
筆
の
石
碑
の
拓
本
に
付
属
し
た

付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
島
信
義
に
よ
る
安
島
信
立
関

係
の
石
碑
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
水
戸
市
の
酒
門

共
有
墓
地
の
安
島
信
立
の
墓
碑
は
、
文
久
二
年
に
信
義
に
よ
り
建
立
さ
れ

て
お
り
該
当
し
な
い（

11
（

。

　

以
上
が
本
文
の
内
容
だ
が
、
同
封
さ
れ
た
〔
別
紙
〕
で
は
陸
軍
の
菊
池

慎
之
助
か
ら
戸
田
忠
正
へ
伝
え
ら
れ
た
日
露
戦
争
で
の
近
況
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
菊
池
慎
之
助
は
戸
田
忠
敞
の
三
男
戸
田
藤
三
郎
道
守
の
子
で
あ

り（
1（
（

、
後
に
陸
軍
大
将
と
な
り
陸
軍
教
育
総
監
な
ど
を
歴
任
し
た
。
当
時
菊

池
は
少
佐
で
、
第
四
軍
野
津
道
貫
司
令
官
の
副
官
を
勤
め
て
い
た（

11
（

。
菊
池

の
報
告
で
は
、
戸
田
忠
正
四
男
鳳
介
の
養
父
小
野
寺
實
大
佐
（
後
に
陸
軍

少
将
）
の
近
況
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
冒
頭
の
「
小
泉
」
は
後
に
陸

軍
中
将
と
な
る
小
泉
正
保
で
あ
り
、
彼
自
身
は
元
水
戸
藩
出
身
者
で
、
戸

田
忠
正
の
妹
珂
都
と
結
婚
し
て
い
る（

11
（

。
正
保
は
日
露
戦
争
で
負
傷
し
て
い

た
が
、
冒
頭
で
は
「
小
泉
ハ
全
快
ノ
上
、
遼
陽
正
面
ニ
苦
戦
功
ア
リ
ト
ノ

事
」
と
近
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
〔
別
紙
〕
に
つ
い
て
は
五
十
年

祭
の
話
題
か
ら
逸
れ
る
た
め
簡
単
に
ま
と
め
た
が
、
戸
田
忠
正
の
近
親
者

に
は
陸
軍
関
係
者
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
後
に
将
官
と
な
っ
た
。〔
別
紙
〕

は
彼
ら
の
日
露
戦
争
で
の
動
静
を
、
戸
田
家
の
近
縁
安
島
家
に
伝
達
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
２
】

　

次
に
掲
げ
た
【
史
料
２
】
は
安
島
道
が
詠
ん
だ
和
歌
の
草
稿
で
あ
り
、

薄
い
罫
線
が
見
ら
れ
る
た
め
ノ
ー
ト
類
の
紙
片
を
用
い
、
墨
書
で
和
歌
を

記
し
て
い
る
。
戸
田
忠
正
が
【
史
料
１
】
に
て
「
祭
日
マ
デ
ニ
ハ
多
数
ノ

詩
類
文
章
ヲ
得
可
申
ト
存
候
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
方
か
ら
五
十
年
祭

を
詠
ん
だ
詩
歌
を
募
集
し
て
い
た
。【
史
料
２
】
の
和
歌
の
題
で
も
「
故

を
ち
君
の
五
十
年
の
御
忌
に
あ
た
ら
せ
給
ふ
御
法
の
こ
と
物
し
給
ふ
と
承

り
て
、
御
た
ま
の
御
ま
へ
に
よ
ミ
て
た
い
ま
つ
る
に
南

（
な
む
（」
と
、
忠
正
の

従
姉
妹
に
あ
た
る
安
島
道
も
和
歌
を
送
付
し
て
い
た
と
窺
え
る
。
草
稿
の

中
で
、「
〇
」
が
付
け
ら
れ
た
和
歌
が
実
際
に
戸
田
方
へ
送
付
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
草
稿
に
み
ら
れ
る
和
歌
で
は
、「
を
ち
君
の
ミ
ひ
さ
の
ま
へ
に
手

を
つ
き
て
う
な
ゐ
な
り
に
し
昔
恋
し
も
」
と
、
少
女
期
の
彼
女
が
伯
父
忠

敞
の
膝
の
前
に
手
を
つ
い
て
顔
を
伺
う
様
子
が
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

安
島
道
は
弘
化
元
年
生
ま
れ
で
、
明
治
三
十
七
年
当
時
の
安
島
家
・
戸
田

家
一
族
で
、
生
前
の
戸
田
忠
敞
の
記
憶
が
あ
る
数
少
な
い
人
物
で
あ
る
。

　

忠
正
の
も
と
に
集
ま
っ
た
和
歌
に
つ
い
て
は
「
他
日
一
同
ニ
印
刷
シ
世

ニ
出
シ
可
申
候
」
と
歌
集
に
す
る
意
図
が
【
史
料
１
】
で
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
歌
集
に
安
島
道
の
和
歌
が
所
収
さ
れ
た
の
か
、
そ
も

そ
も
歌
集
が
摺
ら
れ
て
い
た
の
か
、
こ
ち
ら
も
実
物
が
確
認
で
き
ず
定
か
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で
は
な
い
。

　

最
後
に
「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
」
関
係
の
新
聞
記
事
が
、
忠
正
か
ら

安
島
方
に
送
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、【
参
考
史
料
】
と
し
て
掲
載
し
た
い
。

【
参
考
史
料（

11
（

】

　
〔
封
紙
表
〕

　
　
　
　
（
消
印
）「
三
河
／
豊
橋
／
〔
欠
損
〕」

　
〔
封
紙
裏
〕

　
　
　
　
（
消
印
）「
東
京
京
橋
／
3（-

11-

14
／
前
6
」

　
〔
封
紙
内
反
故
紙
印
字
〕

　
　
　
　

台
湾
彰
化
庁

　
　
　
　

西
門
街
官
舎

　
　
　
　
　

戸
田
忠
恕
殿

　
　
　
「
郵
便

切
手
」　

夢
香
窟

【
記
事
一
】『
新
愛
知
』
第
四
八
六
六
号
（
明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
一
日
）

●
戸
田
蓬
軒
翁
の
五
十
年
祭

　

 

豊
橋
区
裁
判
所
長
戸
田
忠
正
氏
の
祖
父
故
戸
田
忠
太
夫
翁
の
五
十
年
祭

は
一
昨
日
渥
美
郡
豊
橋
町
字
東
八
丁
の
戸
田
邸
に
於
い
て
執
行
せ
ら
れ

た
り
今
其
模
様
を
記
さ
ん
に
祭
壇
は
松
風
清
く
苔
深
き
後
庭
の
別
業
に

設
け
ら
れ
正
面
に
故
翁
の
肖
像
を
奉
安
し
左
右
に
は
嘗
て
天
覧
に
供
せ

し
遺
物
を
陳
列
し
又
前
面
に
は
賀
陽
宮
妃
好
子
、
久
邇
宮
俔
子
、
同
篶

子
女
王
各
殿
下
の
御
親
筆
短
冊
を
初
め
朝
野
諸
大
家
の
和
歌
、
漢
詩
及

び
鮮
魚
果
物
を
供
へ
午
後
二
時
よ
り
神
職
長
屋
正
久
氏
は
御
祓
の
は
ら

ひ
を
行
ひ
て
祭
文
及
祝
詞
を
誦
し
同
神
戸
正
壽
氏
は
各
大
家
の
和
歌
を

発
声
誦
読
せ
り
戸
田
氏
は
之
に
次
ぎ
小
泉
少
将
戦
闘
の
始
末
を
奉
告
し

て
翁
の
英
霊
を
慰
め
夫
れ
よ
り
参
拝
者
交
る
〳
〵
玉
串
を
さ
ゝ
げ
式
を

了
り
た
る
後
に
参
拝
者
一
同
に
神
酒
を
分
ち
且
つ
茶
菓
の
饗
応
あ
り
た

り
当
日
の
参
拝
者
は
佐
々
木
検
事
、
井
田
警
視
、
藤
森
豊
橋
高
等
小
学

校
長
、
豊
橋
裁
判
所
員
等
数
十
名
な
り
き
因
に
記
す
当
日
戸
田
邸
の
奥

座
敷
に
は
前
記
の
外
未
た
世
に
知
ら
れ
ざ
る
遺
品
珍
宝
古
書
画
多
数
陳

列
し
て
参
拝
者
に
観
覧
せ
し
め
た
り
と
ぞ

【
記
事
二
】（『
新
愛
知
』
第
四
八
六
七
号
ヵ
、
記
事
一
の
続
き
に
貼
付
）

　
　
　

●
皇
族
殿
下
の
御
詠
（
戸
田
家
の
名
誉
）

　

 

豊
橋
区
裁
判
所
長
戸
田
忠
正
氏
の
祖
父
故
蓬
軒
戸
田
忠
太
夫
翁
の
五
十

　
　

東
京
々
橋
区

　
　

西
紺
屋
町
六

　
　

安
島
道
子
殿

　
　

安
島
信
義
殿

　
　
　
　
［
切
手
］（
消
印
）
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年
祭
は
一
昨
日
厳
か
に
執
行
さ
れ
た
る
事
は
昨
紙
に
記
載
し
た
る
が
同

祭
事
に
付
き　

皇
族
殿
下
よ
り
戸
田
家
へ
賜
は
り
し
御
真
筆
の
御
詠
左

の
如
し

　
　
　

戸
田
忠
太
夫
の
五
十
年
祭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
陽
宮
妃
好
子
殿
下

　
　
　

な
ゐ
ふ
り
て
む
か
し
く
た
け
し
白
玉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り
は
い
ま
も
か
ゝ
や
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
邇
宮
妃
俔
子
殿
下

　
　
　

か
き
の
こ
す
言
葉
の
は
な
は
九
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
の
上
ま
で
匂
ひ
け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　

篶
子
女
王
殿
下

　
　
　

か
く
は
か
り
ひ
ら
け
ん
御
世
を
早
く
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
り
て
や
国
に
身
を
つ
く
し
け
む

　

 

因
に
記
す
祭
事
の
当
日
神
職
神
戸
正
壽
氏
が
霊
前
に
額
づ
き
て
御
詠
奉

誦
の
際　

篶
子
女
王
殿
下
の
御
和
歌
に
移
る
や
参
拝
の
衆
は
何
れ
も
仄

に
殿
下
の
御
心
を
推
し
奉
る
と
共
に
故
翁
の
誠
忠
を
追
想
し
て
益
々
敬

仰
の
念
深
き
を
加
へ
感
涙
せ
ざ
る
は
な
か
り
き

【
記
事
三
】（『
新
愛
知
』
第
四
八
六
八
号
ヵ
、
記
事
二
の
続
き
に
貼
付
）

　
　
　

戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
和
歌
（
戸
田
家　

名
誉
）

　

 

豊
橋
区
裁
判
所
長
戸
田
忠
正
氏
の
祖
父
故
蓬
軒
戸
田
忠
太
夫
翁
の
五
十

年
祭
に
つ
き　

皇
族
殿
下
よ
り
同
家
へ
賜
は
り
し
御
詠
は
昨
紙
上
に
記

載
し
た
る
が
今
又
諸
大
家
よ
り
霊
前
に
供
し
た
る
和
歌
の
重
な
る
も
の

左
の
如
し

　
　
　
　

故
戸
田
忠
太
夫
翁
の
五
十
年
祭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
一
位
公
爵　
　

德
川　

慶
喜

　
　

更
に
ま
た
過
き
に
し
事
を
忍
ふ
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
の
御
為
に
つ
く
し
て
し
身
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
男
爵　
　

高
崎　

正
風

　
　

君
の
名
の
き
み
に
忠
な
る
た
ま
し
ひ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
に
の
こ
り
て
や
世
を
ま
も
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

典
侍
従
二
位　
　

高
倉　

壽
子

　
　

君
の
た
め
た
ゝ
し
き
み
ち
を
守
り
し
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
こ
ふ
る
人
の
鏡
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

典
侍
従
三
位　
　

柳
原　

愛
子

　
　

国
の
た
め
た
て
し
い
さ
ほ
は
つ
く
は
ね
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峰
よ
り
高
く
世
に
き
こ
へ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
典
侍
正
四
位　

千
種　

任
子

　
　

国
の
た
め
こ
ゝ
ろ
尽
し
ゝ
君
か
ら
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
し
は
さ
ら
に
忍
は
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
典
侍
正
四
位　

小
倉　

文
子

　
　

む
ら
し
く
れ
ふ
り
に
し
秋
の
も
み
し
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
き
心
は
世
を
て
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
典
侍
従
四
位　

園　
　

祥
子

　
　

つ
く
は
ね
の
高
く
の
こ
れ
り
国
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
も
は
の
も
に
た
て
し
い
さ
ほ
は
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権
典
侍
従
四
位　

姉
小
路
良
子

　
　

咲
花
に
こ
ゝ
ろ
も
そ
め
ず
国
を
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
か
言
葉
の
香
こ
そ
高
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掌
侍
従
五
位　
　

小
池　

道
子

　
　

雲
の
上
の
人
の
な
み
だ
も
さ
そ
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
き
い
さ
ほ
の
物
か
た
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
里
小
路
睦
子

　
　

天
つ
日
の
光
り
し
な
く
は
い
そ
と
せ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て
の
し
く
れ
は
ひ
ま
な
か
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
家
子
爵
夫
人　

戸
田　

富
子

　
　

ひ
さ
か
た
の
雲
の
上
ま
で
き
こ
へ
あ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
が
そ
の
名
の
高
く
も
あ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
州
德
川
公
爵
夫
人　
　

良
子

　
　

く
に
の
た
め
き
み
の
た
め
に
て
つ
く
し
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
は
よ
ろ
づ
代
に
か
ゝ
や
き
に
け
り

　

 

此
他
尚
ほ
太
田
子
爵
、
小
野
湖
山
氏
等
東
西
知
名
の
諸
大
家
よ
り
霊
前

に
供
へ
た
る
詩
歌
頗
る
多
く
何
れ
も
皆
故
翁
の
誠
忠
遺
徳
を
偲
は
さ
る

は
な
く
殊
に
前
号
紙
上
に
掲
載
し
奉
れ
る
が
如
く　

畏
く
も
皇
族
殿
下

の
御
真
筆
の
御
詠
の
如
き
台
慮
を
か
た
む
け
て
故
翁
を
惜
ま
せ
玉
ふ
御

事
の
深
く
其
三
十
一
字
に
あ
づ
か
り
し
戸
田
家
の
栄
や
蓋
し
大
な
り
。

お
わ
り
に

な
ぜ
豊
橋
だ
っ
た
の
か

　

豊
橋
は
戸
田
忠
敞
と
は
直
接
関
係
の
無
い
土
地
だ
が
、
な
ぜ
彼
の
五
十

年
祭
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
以
前
、
明
治
二
十
四
年
に
戸
田
忠

敞
へ
贈
正
四
位
が
贈
ら
れ
た
際
は
、
水
戸
弘
道
館
に
て
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ（

11
（

、
こ
れ
は
旧
水
戸
藩
と
い
う
枠
組
み
で
の
祝
賀
と
い
え
る
。
一
方
、

今
回
紹
介
し
た
「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
」
で
は
、【
記
事
二
】【
記
事
三
】

の
和
歌
に
み
ら
れ
る
水
戸
藩
関
係
者
が
「
従
一
位
公
爵 

德
川
慶
喜
」
一

方
で
「
掌
侍
従
五
位 

小
池
道
子
」「
萬
里
小
路
睦
子
」
の
三
名
の
み
で
あ

る
。【
記
事
一
】
の
式
典
参
列
者
は
豊
橋
町
関
係
者
の
み
で
あ
り
、
和
歌

に
も
「
尾
州
德
川
公
爵
夫
人
良
子（

11
（

」
が
み
ら
れ
、
愛
知
県
の
地
縁
的
な
年

祭
と
い
え
る
。
ま
た
【
史
料
１
】
で
も
旧
水
戸
藩
関
係
へ
の
言
及
は
見
ら

れ
ず
、
印
刷
物
の
送
付
先
も
「
東
京
初
メ
諸
名
家
貴
紳
マ
テ
天
下
知
名
ノ

士
」
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
水
戸
藩
を
意
識
し
た
祭
典
で
は

な
い
と
い
え
る
。
な
お
、
賀
陽
宮
邦
憲
王
妃
好
子
・
久
邇
宮
邦
彦
王
妃
俔

子
・
久
邇
宮
朝
彦
親
王
第
八
王
女
篶
子
女
王
（
壬
生
基
義
夫
人
）
の
和
歌

の
下
賜
に
は
、
年
祭
の
前
年
に
「
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
等
行
幸
啓
」
に
て

明
治
天
皇
が
愛
知
へ
立
ち
寄
り
、
戸
田
忠
正
所
蔵
の
德
川
齊
昭
・
戸
田
忠

敞
関
係
の
文
書
が
天
覧
に
供
さ
れ
た
背
景
が
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
人
物
は
【
記
事
三
】
の
「
宗
家
子
爵
夫
人 

戸
田

富
子
」
で
あ
る
。
彼
女
は
尾
張
藩
主
德
川
慶
勝
の
八
女
で
、
旧
松
本
藩
主

戸
田
家
当
主
戸
田
康
泰
夫
人
と
な
っ
て
い
た（

11
（

。
な
お
、「
尾
州
德
川
公
爵
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夫
人
良
子
」
は
富
子
の
姉
で
あ
る
。
戸
田
家
は
現
在
の
愛
知
県
豊
橋
市
発

祥
の
一
族
で
あ
り
、
松
本
藩
主
家
と
な
っ
た
戸
田
松
平
家
が
宗
家
に
あ
た

る
。
水
戸
藩
士
戸
田
家
は
松
本
藩
主
家
の
近
世
以
前
の
分
家
の
家
系
と
さ

れ
、
戸
田
宣
光
の
三
男
戸
田
甚
三
郎
重
政
を
祖
と
す
る
と
い
う（

11
（

。
戸
田
宣

光
は
三
河
国
二
連
木
城
（
現
豊
橋
市
二
連
木
町
）
の
城
主
で
あ
っ
た
た

め（
1（
（

、
こ
こ
に
戸
田
一
族
と
豊
橋
と
の
地
縁
的
関
係
性
が
見
い
だ
せ
る
。

　

な
お
、
戸
田
忠
敞
と
戸
田
松
平
家
の
直
接
的
な
関
係
も
見
ら
れ
る
。
忠

敞
は
、
天
保
十
二
年
に
戸
田
松
平
家
で
起
こ
っ
た
御
家
騒
動
「
戸
田
圖
書

事
件
」
の
仲
裁
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
松
本
藩
内
の
対
立
に
よ
り
、
同

藩
の
天
保
改
革
を
行
っ
た
家
老
戸
田
圖
書
（
藩
主
一
門
格（

11
（

）
が
出
奔
し
、

当
時
水
戸
に
い
た
戸
田
忠
敞
の
居
宅
へ
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る（

11
（

。
戸
田

忠
敞
の
仲
裁
に
よ
り
こ
の
一
件
は
収
ま
り
、
松
本
藩
主
戸
田
光
庸
か
ら
次

の
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る
。

【
引
用
史
料（

11
（

】

　
〔
表
封
〕

　
　
　
　

戸
田
銀
次
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
丹
波
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
案
下

　
〔
本
文
〕

　
　
　
　

麁
品
添

　
　

 

追
々
向
暑
に
相
成
候
得
共
、
愈
御
情
栄
被
為
渡
奉
大
賀
候
、
然
は
去

冬
以
来
圖
書
一
条
に
付
、
度
々
御
相
談
候
処
、
年
寄
共
之
内
別
紙
之

通
先
月
八
日
為
取
計
無
故
障
相
済
候
段
、
全
彼
是
御
配
慮
被
下
候
故

と
千
万
忝
奉
存
候
、
猶
此
上
家
政
向
何
等
御
心
付
御
座
候
は
ゝ
御
教

示
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
為
謝
礼
目
録
之
通
奉
入
貴
覧
候
、
御
笑
納

も
被
下
候
は
ゝ
難
有
存
候
、
頓
首
、

　
　
　
　

五
月
五
日

　
　
　

 

猶
時
候
御
自
愛
専
一
に
奉
存
候
、
乍
末
御
惣
君
へ
も
願
上
候
、
其

御
地
は
如
何
ニ
候
哉
、
当
方
は
時
候
兎
角
に
揃
兼
候
、
扨
年
寄
共

へ
の
達
し
之
書
面
其
侭
認
不
直
奉
入
御
覧
候
、
何
も
〳
〵
多
用
乱

筆
之
処
御
高
免
奉
願
候
、
以
上
、

　
〔
別
紙
目
録
〕

　
　
　

箙　
　
　
　
　
　
　

一
腰

　
　
　

御
馬　
　
　
　
　
　

一
疋

　

こ
こ
で
は
戸
田
光
庸
か
ら
戸
田
忠
敞
に
対
し
て
、
感
謝
の
意
が
述
べ
ら

れ
て
お
り
、「
猶
此
上
家
政
向
何
等
御
心
付
御
座
候
は
ゝ
御
教
示
被
下
候

様
奉
願
上
候
」
と
、
水
戸
藩
の
一
家
臣
で
あ
る
忠
敞
に
対
し
、
非
常
に
腰

が
低
い
文
面
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
い
ず
れ
別
稿
に
て
述
べ
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
忠
敞
は
戸
田
松
平
家
内
部
で
の
疑
心
暗
鬼
の
解
消
と
一
門
の
熟

和
を
主
張
し（

11
（

、
松
本
藩
で
も
忠
敞
の
示
し
た
方
針
で
収
束
を
め
ざ
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
一
件
で
注
目
す
べ
き
は
、
戸
田
圖
書
が
戸
田
忠
敞
宅
に

逃
げ
込
ん
だ
点
で
あ
り
、
圖
書
が
戸
田
松
平
家
の
遠
い
一
族
と
し
て
忠
敞

を
認
識
し
、
彼
を
頼
り
に
し
た
点
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
戸
田
忠
敞
の

生
前
か
ら
、
水
戸
藩
士
戸
田
家
と
戸
田
松
平
家
の
間
で
の
、
戸
田
一
族
と

し
て
の
共
通
認
識
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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す
な
わ
ち「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
」が
豊
橋
で
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、

戸
田
家
の
強
い
同
族
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
豊
橋
裁
判
所
長
で

あ
っ
た
戸
田
忠
正
が
、豊
橋
へ
の
配
属
を
依
願
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
後
朝
鮮
総
督
府
判
事
を
辞
官
し
た
後
も
豊
橋
に
暮
ら
し
続

け
、
同
所
に
て
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
彼
の
戸
田
一
族
と
し
て
の
意
識

は
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
幕
末
に
活
躍
し
た
人
物
の
顕
彰
で
も
、

必
ず
し
も
旧
藩
に
囚
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
事
例
で
あ
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
忠
敞
没
後
の
戸
田
家
の
動
向
か
ら
、
旧
水
戸
藩
に
対
す
る
複
雑

な
心
情
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う（

11
（

。

「
戸
田
蓬
軒
五
十
年
祭
」
の
意
義

　

こ
こ
ま
で
「
戸
田
蓬
軒
翁
五
十
年
祭
」
の
執
行
背
景
や
、
明
治
期
に
至

る
戸
田
家
・
安
島
家
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
最
後
に
、
祭
主

戸
田
忠
正
が
企
図
し
た
五
十
年
祭
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
【
史
料
１
】
に
て
、
戸
田
忠
正
が
忠
敞
の
顕
彰
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
点

を
確
認
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
藩
政
改
革
功
労
者
と

し
て
の
忠
敞
の
要
素
や
、
慶
應
元
年
以
降
の
受
難
の
道
を
歩
ん
で
き
た
戸

田
家
の
状
況
な
ど
、
戸
田
忠
敞
の
顕
彰
事
業
の
停
滞
が
指
摘
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
要
因
か
ら
、戸
田
忠
正
は
旧
藩
社
会
か
ら
外
れ
る
形
で
あ
っ
て
も
、

「
祖
父
ノ
名
ヲ
再
ヒ
天
下
ニ
発
揚
シ
復
習
セ
シ
メ
」
る
機
会
を
没
後
五
十

年
と
い
う
節
目
に
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
「
別
紙
」
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
奇
し
く
も
五
十
年
祭
が
日

露
戦
争
と
重
っ
た
た
め
、
戦
時
下
の
状
況
も
作
用
し
た
。
戸
田
家
に
送
付

さ
れ
た
詩
歌
中
に
は
、「
今
日
ノ
戦
捷
も
烈
公
ト
蓬
軒
翁
ノ
忠
魂
ヨ
リ
好

結
果
ヲ
得
タ
ル
」
や
、「
戸
田
家
ノ
勤
王
事
業
ヨ
リ
今
ニ
寛
屈
シ
ツ
ヽ
ア

リ
シ
ハ
、
自
今
益
々
伸
張
ス
ヘ
シ
」
と
、
水
戸
藩
の
尊
王
的
動
向
を
背
景

に
戸
田
忠
敞
の
存
在
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、【
記
事
一
】
で
は
「
戸

田
氏
は
之
に
次
ぎ
小
泉
少
将
戦
闘
の
始
末
を
奉
告
し
て
翁
の
英
霊
を
慰

め
」
と
、
遼
陽
で
戦
闘
に
参
加
し
た
小
泉
正
保
の
奉
告
を
行
っ
て
い
る
。

戸
田
家
一
族
に
は
小
泉
正
保
の
ほ
か
多
く
の
陸
軍
将
官
が
お
り
、
彼
ら
の

日
露
戦
争
で
の
活
躍
が
「
戸
田
家
」
一
族
の
「
勤
王
事
業
」
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。【
記
事
三
】
で
も
、「
国
の
た
め
」
を
詠
ん
だ
和
歌

が
「
典
侍
従
三
位
柳
原
愛
子
」
ら
女
官
を
中
心
に
み
ら
れ
、
戸
田
忠
敞
を

国
威
発
揚
を
担
う
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

以
上
か
ら
「
戸
田
蓬
軒
五
十
年
祭
」
は
、
戸
田
家
一
族
に
よ
る
日
露
戦

争
で
の
活
躍
を
「
勤
王
事
業
」
に
紐
づ
け
、
忠
敞
の
人
物
像
を
「
藩
政
改

革
功
労
者
」
で
は
な
く
、「
勤
王
家
」
と
し
て
再
定
義
す
る
画
期
と
な
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註（
1
）　 

宮
間
純
一
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
人
物
像
の
形

成
―
堀
田
正
睦
を
事
例
と
し
て
―
」（
佐
倉
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『
佐
倉
市
史
研
究
』
二
二
、
平
成
二
十
一
年
）、
岩
立
将
史
「「
勤

王
護
国
ノ
烈
士
、
先
覚
者
顕
彰
運
動
」
の
基
礎
的
考
察
」（
中
央

史
学
会
『
中
央
史
学
』
四
三
、
令
和
二
年
）
な
ど
。

（
2
）　 

桐
原
健
真
「
会
沢
正
志
斎
と
「
水
戸
学
」
の
系
譜
―
幕
末
か
ら
戦
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後
ま
で
―
」（
近
代
茨
城
地
域
史
研
究
会
『
近
世
近
代
以
降
期
の

歴
史
意
識
・
思
想
・
由
緒
』
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
九
年
）。

（
3
）　 
石
井
裕
「
明
治
を
生
き
た
水
戸
藩
士
た
ち
―
香
川
家
文
書
を
中
心

に
―
」・「
明
治
を
生
き
た
水
戸
藩
士
た
ち
（
二
）
―
香
川
家
文
書

を
中
心
に
―
」（
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
会
『
茨
城
県
近
現
代
史

研
究
』
五
・
六
、
令
和
二
・
三
年
）。

（
4
）　 

前
掲
註
（
2
）
桐
原
健
真
同
書
。
な
お
會
澤
の
全
集
は
名
越
時
正

編
『
会
沢
正
志
斎
文
稿
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
四
年
）
が
最

初
と
な
る
。

（
5
）　 

田
尻
佐
編
『
贈
位
諸
賢
傳　

二
』（
国
友
社
、
昭
和
二
年
）、
仲
田

昭
一
「「
水
戸
の
両
田
」
の
一
翼　

忠
太
夫
戸
田
蓬
軒
忠
敞
」（
水

戸
史
学
会
『
水
戸
史
學
』
九
二
、
令
和
二
年
）。

（
6
）　 「
故
従
五
位
下
松
平
頼
徳
ノ
位
階
ヲ
追
陞
シ
故
藤
田
次
郎
左
衛
門

外
百
二
十
六
名
ヘ
位
階
ヲ
贈
ラ
ル
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公

文
類
聚
』
第
十
五
編
、
請
求
番
号
：
類005（3100
、
明
治
二
十
四

年
）。

（ 

（
）　 

戸
田
忠
正
の
経
歴
・
事
績
に
つ
い
て
は
鹿
堂
近
藤
健
吉
『
國
之
礎
』

（
参
陽
新
報
社
、
大
正
四
年
）、
戸
田
保
忠
『
静
學
詩
鈔
』（
昭
和

八
年
）
に
依
拠
し
た
。

（
（
）　 『
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
叢
書 

十
六 

否
塞
録 

悔
慚
録 

明
志
録
』

（
茨
城
県
立
歴
史
館
、
平
成
二
十
五
年
）。

（
9
）　 

柴
田
清
継
「
明
治
三
十
九
年
王
治
本
の
尾
張
・
伊
勢
・
越
前
・
三

河
に
お
け
る
足
跡
と
文
藝
交
流
（
下
）」（
武
庫
川
女
子
大
学
国
文

学
会
『
武
庫
川
国
文
』
八
二
、
平
成
二
十
九
年
）。

（
10
）　

前
掲
註
（
（
）
戸
田
保
忠
同
書
。

（
11
）　 

人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録
』
第
八
版
（
昭
和
三
年
）・
第

十
一
版
（
昭
和
十
二
年
）、
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
『
戦
前
期

日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭

和
五
十
六
年
）。

（
12
）　 

戸
田
保
忠
か
ら
高
井
徳
次
郎
（
田
中
光
顕
秘
書
、
常
陽
明
治
記
念

会
常
務
理
事
を
歴
任
）
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
（
昭
和
十
年
十
一
月

十
五
日
付
）
で
は
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

 

拝
啓
、
益
御
清
穏
之
切
奉
慶
賀
候
、
扨
先
程
一
寸
曽
祖
父

八
十
年
記
念
会
の
際
申
上
置
候
通
、
当
時
ノ
目
録
軸
の
部

二
十
二
・
二
十
三
の
番
号
を
付
せ
る
、

　
　
　
　

一
忠
太
夫
筆
天
保
八
年
七
月
富
国
強
兵
教
育
之

事
ニ
因
す
る
烈
公
筆
同
書
写
、

　
　
　
　

一
同　
　
　

峯
壽
院
孝
文
夫
人
追
悼
和
歌
草
稿
、

　
　
　
　
　

 

二
軸
ハ
、
右
記
念
会
陳
列
の
後
ニ
ハ
常
陽
明
治
記
念
会
館　

に
寄
附
い
た
し
度
心
算
に
て
、
過
日
表
装
い
た
し
申
候
も
の

に
て
、
何
分
風
帯
・
外
観
共
に
甚
だ
粗
末
な
も
の
ニ
ハ
候
へ

共
、御
受
領
い
た
ゝ
き
大
洗
の
方
に
陳
列
い
た
ゝ
く
を
得
ば
、

幸
甚
と
存
じ
申
候
、
理
事
会
等
の
御
都
合
も
有
之
へ
く
と
存

じ
申
候
間
、
御
内
意
相
伺
申
候
、
御
受
領
被
下
候
は
ゝ
品
物

受
領
の
儀
ハ
二
・
三
日
前
に
時
間
を
御
電
話
相
願
度
存
申
候
、

怱
々
、

　
　
　
　
　
　
　

高
井
徳
次
郎
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
保
忠
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昭
和
十
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　

 

軸
の
寄
贈
は
「
記
念
会
陳
列
の
後
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書

簡
の
末
尾
に
は
別
筆
で
「
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
日
右
弐
点
受
領

ス
（
印
）」
と
あ
り
、
記
念
会
閉
会
と
常
陽
明
治
記
念
会
へ
の
寄

贈
の
時
差
が
数
日
間
で
あ
る
と
わ
か
る
。
大
洗
町
幕
末
と
明
治
の

博
物
館
学
芸
員
尾
﨑
久
美
子
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

（
13
）　 

宮
沢
正
純
「
戸
田
銀
次
郎
」（
忠
敞
）（
家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員

会
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
新
人
物
往
来
社
、
第
二
巻
、
昭
和

六
十
三
年
）、『
水
戸
の
先
人
た
ち
』（
水
戸
市
教
育
委
員
会
、
平

成
二
十
二
年
）
ほ
か
。

（
14
）　 「
石
河
明
善
日
記　

第
八
冊
」
安
政
二
年
十
月
四
日
条
に
て
「
江
戸

大
地
震
、
両
田
怪
我
い
た
し
」「
白
井
殿
へ　

老
公
よ
り
御
親
書

到
来
、
其
中
両
田
死
去
之
御
文
あ
り
」
と
み
ら
れ
る
。
石
河
明
善

日
記
刊
行
準
備
会
『
水
戸
市
立
博
物
館
資
料
調
査
・
研
究
集
録　

第
二
集　

石
河
明
善
日
記　

第
二
巻
』（
水
戸
市
立
博
物
館
、
令

和
二
年
）
所
収
。

（
15
）　 

藤
田
健
『
東
湖
遺
稿
』（
明
治
十
一
年
）、
菊
池
謙
二
郎
編
『
東
湖

全
集
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
七
年
、
新
定
昭
和
十
五
年
）、
高
須

芳
次
郎
編
『
藤
田
東
湖
全
集
』（
章
華
社
、
昭
和
十
～
十
一
年
）、

高
須
芳
次
郎
編
『
新
釈
藤
田
東
湖
全
集
』（
研
文
書
院
、
昭
和

十
八
～
十
九
年
）
が
み
ら
れ
る
。

（
16
）　 

小
宮
山
南
梁
『
南
梁
年
録
』
三
十
五
巻
（
安
政
六
年
）、
茨
城
県

立
歴
史
館
『
茨
城
県
史
料　

幕
末
編
Ⅱ
』（
茨
城
県
、
平
成
元
年
）

所
収
。

（
1（
）　 

佐
々
木
克
『
水
戸
藩
死
事
錄　

義
烈
傳
纂
稿
』（
同
朋
舎
、
昭
和

五
十
八
年
）。

（
1（
）　 「
久
米
新
七
長
友
」『
水
府
系
纂
』
四
九
巻
下
（
公
益
財
団
法
人
徳

川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
、
な
お
本
稿
で
は
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵

複
写
本
を
参
照
し
た
）。

（
19
）　 「
七
郎
左
衛
門
安
島
君
墓
」
墓
碑
銘
（
酒
門
共
有
墓
地
所
在
）。

（
20
）　 

但
野
正
弘「
水
戸
武
士
の
母
―
戸
田
氏
夫
人
美
遠
さ
ん
の
こ
と
―
」

（
水
戸
史
学
会
『
水
戸
史
學
』
三
〇
、
平
成
元
年
）。

（
21
）　 『
水
戸
御
城
下
絵
図
』（
宝
暦
十
一
年
～
明
和
元
年
、
水
戸
市
立
博

物
館
所
蔵
）。

（
22
）　 

流
芳
會
編
『
勤
王
實
記
水
戸
烈
士
傳
』
上
編
巻
二
（
吉
川
弘
文
館
、

明
治
四
十
五
年
）。

（
23
）　 

拙
稿
「
安
島
家
文
書
に
見
る
久
米
幹
文
の
国
文
学
教
育
―
奥
女
中

安
島
氏
立
子
を
対
象
に
―
」（
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
会
『
茨
城

県
近
現
代
史
研
究
』
六
、
令
和
四
年
）。
な
お
当
該
文
書
群
は
現

蔵
者
安
島
昌
平
氏
の
孫
で
あ
る
筆
者
が
整
理
を
行
っ
た
。

（
24
）　 

安
島
家
文
書
２-

８-

１-

１
（
安
島
信
一
履
歴
下
書
）
明
治

三
十
六
年
作
成
。

（
25
）　 
前
掲
註
（
24
）
同
史
料
。

（
26
）　 
東
京
都
立
図
書
館
所
蔵
渡
辺
刀
水
旧
蔵
諸
家
書
簡
文
庫
５
４
０
４
。

目
録
上
の
作
成
者
（
差
出
人
）
は
酒
井
忠
正
と
さ
れ
て
い
る
が
、

筆
跡
や
年
代
か
ら
戸
田
忠
正
の
可
能
性
が
高
い
。
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（
2（
）　 『
東
京
亰
橋
區
銀
座
附
近
戸
別
一
覽
圖
』（
京
橋
区
入
舟
町
二
丁
目

一
番
地
勇
美
堂
石
坂
印
刷
所
平
田
勇
太
郎
発
行
、明
治
三
十
八
年
、

中
央
区
立
京
橋
図
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号K

A
2122/

ト/1902

）

に
「
安
島
道
」
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
安
島
道
は
大
正
三
年
ま

で
同
所
に
居
住
し
た
。

（
2（
）　

前
掲
註
（
24
）
同
史
料
。

（
29
）　 

安
島
家
文
書
２-
４-

１-

５
（
付
札
ヵ
「
贈
正
四
位
安
嶋
帶
刀
君

ノ
男
安
島
信
義
君
揮
毫
」）。「
嶋
」
と
「
島
」
は
原
文
マ
マ
。

（
30
）　
「
帶
刀
安
島
府
君
墓
」（
酒
門
共
有
墓
地
所
在
、
文
久
二
年
建
立
）。

（
31
）　 

市
村
眞
一
「
天
狗
諸
生
の
明
治
」（
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
会
『
茨

城
県
近
現
代
史
研
究
』
四
、
令
和
二
年
）
で
は
菊
池
慎
之
助
の
子

孫
へ
の
取
材
を
も
と
に
、
戸
田
道
守
・
慎
之
助
父
子
の
事
績
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　 

外
山
操
編
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧　

陸
軍
篇
』（
芙
蓉
書
房
出

版
、
昭
和
五
十
六
年
）。

（
33
）　 『
人
事
興
信
録
』
第
四
版
（
人
事
興
信
所
、
大
正
四
年
）。

（
34
）　 「
小
泉
少
佐
結
婚
伺
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
『
陸
軍
省
大
日

記
』、請
求
番
号
：
陸
軍
省-

大
日
記-

Ｍ
12-

26-

（2
、明
治
十
二
年
）。

な
お
水
戸
の
常
磐
共
有
墓
地
に
は
「
故
陸
軍
中
将
正
三
位
勲
一
等

功
二
級
小

泉
正
保
之
墓
」
が
所
在
す
る
。
墓
所
の
所
在
に
つ
い
て
は
松
戸
市

戸
定
歴
史
館
研
究
員
小
寺
瑛
広
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
35
）　 

安
島
家
文
書
２-

１-

１-

４
（『
新
愛
知
』
明
治
三
十
七
年
十
一
月

十
一
日
付
ほ
か
「
戸
田
蓬
軒
五
十
年
祭
」
関
連
新
聞
記
事
）
戸
田

忠
正
→
安
島
信
義
・
安
島
道
。
当
該
史
料
は
関
連
新
聞
記
事
が
貼

り
継
が
れ
て
い
る
。

（
36
）　 「
正
四
位
追
贈
の
水
戸
藩
士
三
人
に
水
戸
弘
道
館
で
祭
典
を
執
行

へ
」『
読
売
新
聞
』（
明
治
二
十
四
年
七
月
十
日
朝
刊
）。
こ
の
際

に
関
係
者
へ
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
印
刷
物
と
し
て
「
贈
正

四
位
戸
田
忠
太
夫
忠
敞
君　

贈
正
四
位
安
島
帯
刀
信
立
君　

贈
正

四
位
會
澤
恒
蔵
安
君　

遺
墨
」（
紙
本
木
版
印
刷
）
が
あ
り
、
茨

城
県
立
歴
史
館
所
蔵
水
戸
徳
川
家
家
中
関
家
文
書
106
、
京
都
大
学

図
書
館
所
蔵
維
新
特
別
資
料
文
庫
（
尊/

軸
240
）
の
二
点
確
認
で

き
る
。

（
3（
）　 

良
子
と
富
子
の
父
德
川
慶
勝
は
、
男
系
で
は
水
戸
藩
主
德
川
治
保

の
曽
孫
、
女
系
で
は
治
紀
の
孫
に
あ
た
る
た
め
、
血
縁
的
に
は
水

戸
德
川
家
関
係
者
で
あ
る
。
社
団
法
人
霞
会
館
編
『
平
成
新
修
旧

華
族
家
系
大
成　

下
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
八
年
）、
斎
木
一

馬
ほ
か
校
訂
『
德
川
諸
家
系
譜
』
第
二
・
第
三
（
群
書
類
従
完
成

会
、
昭
和
四
十
九
・
五
十
四
年
）。

（
3（
）　 

愛
知
県
編
『
愛
知
県
聖
蹟
誌　

巻
二
』（
愛
知
県
、
大
正
八
年
）

に
て
「
又
同
（
明
治
三
十
六
年
四
月
七
日
）
夜
、
豊
橋
区
裁
判
所

判
事
戸
田
忠
正
所
蔵
、
水
戸
烈
公
が
忠
正
の
祖
父
忠
太
夫
に
所
与

の
文
書
、
其
他
の
書
画
を
天
覧
に
供
す
」
と
あ
る
。
な
お
、
愛
知

県
編
『
愛
知
県
史　

第
四
巻
』（
愛
知
県
、
昭
和
十
三
年
）
で
は

忠
敞
の
筆
跡
を
見
た
明
治
天
皇
が
「
近
頃
珍
し
き
も
の
を
見
る
も

の
か
な
」
と
述
べ
、
繰
り
返
し
叡
覧
し
た
と
い
う
。
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（
39
）　 

前
掲
註
（
3（
）
社
団
法
人
霞
会
館
同
書
。

（
40
）　 『
水
府
系
纂
』
三
十
巻
（
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
、
茨
城
県
立

歴
史
館
に
て
写
真
帳
を
参
照
し
た
）、
前
掲
註
（
5
）
仲
田
昭
一

同
書
。

（
41
）　 「
寛
政
重
修
諸
家
譜　

巻
第
九
百
四
」（『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家

譜
』
第
一
四
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
年
）。
な
お
寛

政
譜
で
は
水
戸
藩
士
戸
田
家
の
祖
と
さ
れ
る
戸
田
甚
三
郎
重
政
に

該
当
す
る
人
物
は
み
ら
れ
な
い
。

（
42
）　 

戸
田
圖
書
家
は
中
納
言
今
城
定
淳
と
松
平
光
重
（
加
納
藩
主
、
松

本
藩
主
戸
田
松
平
家
の
祖
）
の
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
鮎
貝
主
税

之
助
冬
親
を
祖
と
す
る
と
い
い
、
光
重
次
代
の
松
平
光
永
に
招
か

れ
、
戸
田
圖
書
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い
う
。
松
本
市

『
松
本
市
史　

第
二
巻
歴
史
編
Ⅱ
近
世
』（
平
成
七
年
）。
な
お
、

今
城
家
の
系
譜
に
は
鮎
貝
冬
親
に
該
当
す
る
人
物
は
見
ら
れ
な

い
。
今
城
定
国
『
今
城
家
譜
』（
明
治
八
年
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
、
請
求
番
号
：41（5-165

）
を
参
照
し
た
。

（
43
）　 

前
掲
註
（
42
）
松
本
市
同
書
、
戸
田
保
忠
『
蓬
軒
遺
風
』（
昭
和

十
年
）。

（
44
）　

前
掲
註
（
43
）
戸
田
保
忠
同
書
。

（
45
）　

前
掲
註
（
43
）
戸
田
保
忠
同
書
。

（
46
）　 『
戸
定
邸
日
誌
』
明
治
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
条
に
て
「
七
月

三
十
一
日
晴　

一
、
上
公
様
御
一
行
ハ
大
洗
御
滞
在
中
、　

一
、

戸
田
忠
正
ハ
御
機
嫌
伺
ト
シ
テ
来
邸
シ
タ
リ
、（
後
略
）」と
あ
り
、

旧
藩
主
昭
武
と
の
関
係
性
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
日
昭
武

は
大
洗
に
滞
在
し
て
お
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
い
。
松
戸
市
戸

定
歴
史
館
研
究
員
小
寺
瑛
広
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

※ 

当
該
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
國
學
院
大
學
文
学
部
吉
岡
孝
教
授
の
ご

助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
本
稿
執
筆
で
は
、
茨
城
県
立
歴
史
館
主
席
研
究

員
石
井
裕
氏
・
大
洗
町
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
学
芸
員
尾
﨑
久
美
子
氏
・

松
戸
市
戸
定
歴
史
館
研
究
員
小
寺
瑛
広
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
安
島
昌
平
氏
よ
り
安
島
家
文
書
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
末
筆
な
が
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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【
参
考
系
図
】
安
島
家
・
戸
田
家
関
係
図

実
線　
　
　
　

は
安
島
家
当
主
、
点
線　
　
　
　

は
戸
田
家
当
主
、
グ
レ
ー
部
分
は
書
簡
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
安
島
彦
之
亟
信
厚
は
早
死
し
て
お
り
、
家

督
を
相
続
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

系
図
作
成
に
あ
た
り
、「
小
泉
少
佐
結
婚
伺
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
『
陸
軍
省
大
日
記
』）、『
人
事
興
信
録
』
第
四
版
・
第
八
版
、
安
島
家
文
書
（
安
島
信
一
履

歴
下
書
）、『
水
府
系
纂
』
四
九
巻
下
、「
七
郎
左
衛
門
安
島
君
墓
」「
彦
之
亟
安
嶋
君
之
墓
」「
彦
之
允
安
島
君
墓
」
墓
標
・
墓
碑
銘
（
酒
門
共
有
墓
地
所
在
）、
市
村

眞
一
「
天
狗
諸
生
の
明
治
」（『
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
』
四
）
を
参
照
し
た
。

安
島
七
郎
左
衛
門
信
可

安
島
七
郎
太
郎
信
義 （

四
代
略
）

（
筆
者
）

安
島
彦
之
允
信
順

安
島
帶
刀
信
立

安
島
彦
之
亟
信
厚

安
島
氏
み
を

戸
田
三
衛
門
忠
之

戸
田
彌
次
郎
忠
誨

久
米
新
七
郎
長
量

戸
田
す
ゑ
子

安
島
石

戸
田
忠
太
夫
忠
敞

（
蓬
軒
）

戸
田
銀
次
郎
忠
則

戸
田
藤
三
郎
道
守

戸
田
忠
正

小
泉
珂
都

小
泉
正
保

小
野
寺
實

小
野
寺
鳳
介

菊
池
慎
之
助

戸
田
忠
恕
？

戸
田
保
忠

安
島
道


